
確認申請

調査結果着工時の法令に適合すると判断できる

○下記は手続きの大まかな流れを示しています。必要な調査や提出書類は「建築構造設計指針2019ｐ530～」もご確認ください。

既存不適格建築物における増築等又は用途変更の確認申請の流れ(フロー図 ）
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※1 ．フローに応じた、図面の復元、現況調査、是正工事が出来

ない場合は、既存建築物の法適合が確認できませんので、増築

等や用途変更の確認申請はできません。

※2 ．調査内容は事前に町田市建築開発審査課と協議の上、確

認申請までの期間は十分に確保してください。


